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The research paper analyzes the mistakes and explores the reasons behind the misapplication 
of passive form in Japanese language by the native Persian language speakers. The research is 
based on the results of the questionnaire survey conducted by the author focusing on native 
























1. 花子は 子供に 夜中に 泣かれた。 
bacheye Hanako nesfe shab gerye kard. →直訳：花子の子供は夜中に泣いた。 
2.  私は 妹に   ケーキ     を 食べられた。   
























uo   az   in   kar   agah shod. 
 ↓  ↓ ↓  ↓   ↓ 
 彼は を この こと 知らされた（形容詞+shodan の三人称）→彼/彼女はこのこと
を知られた。 





uo  dar  mehmani   sdide shod. 
 ↓ ↓  ↓    ↓ 





第 1 種の受身 
1)  A が 自Ⅴ⇒（B ハ）A ニ 自Ⅴレル（雨が降った→（娘は）雨に降られた） 
2)  A が C ヲ 他Ⅴ⇒（B ハ） A ニ C ヲ 他Ⅴレル（隣の人が足を踏んだ→
（私は）隣の人に足を踏まれた） 
3)  A が B ノ C ヲ他Ⅴ⇒ B ハ A ニ C ヲ 他Ⅴレル（妹が私のケーキを食
べた→私は妹にケーキを食べられた） 
4)  A が B ニ C ヲ 他Ⅴ⇒ B ハ A（ニ⁄カラ）C ヲ 他Ⅴレル（母が私に家
の掃除を頼んだ→私は母に家の掃除を頼まれた） 
5)  A が B  ニ 自Ⅴ ⇒ B ハ A（ニ⁄カラ⁄ニヨッテ） 自Ⅴレル（メディア
が人の見方に影響する→人の見方はメディアに影響される） 
第 2 種の受身 
6)  A が C ヲ 他Ⅴ⇒ C ハ A ニ 他Ⅴレル（犬が私を噛んだ→私は犬に噛ま
れた） 
7)  A が C ヲ 他Ⅴテイル⇒ C ハ A ニ 他Ⅴレル（自然がこの別荘を 
囲んでいる→この別荘は自然に囲まれている） 
8)  A が C ヲ B ニ 他Ⅴ⇒ C ハ A（ニ⁄カラ） B ニ 他Ⅴレル（先生が私
を発表に選んだ→私は先生から発表に選ばれた） 
9) （A が） C ヲ 他Ⅴ⇒ C ガ 他Ⅴレル（（政権が）人権を守る→人権が守
られる 


















かを見るため、以下の 3 つの質問項目を設け、アンケート調査を実施した。 
大問 1：日本語の受身文、とりわけ、ペルシア語では不可能な形式の受身文におい 
   て、非常に大きな役割を果たしている助詞を選択できるかを見るための質 
   問である。助詞の部分を空欄にした受身文を 10 問提示し、適切と思う助詞 
   を記入してもらった（択式ではなく、自由回答式）。 
大問 2：日本語の「動詞＋れる／られる」の表現には、「受身」「自発」「可能」「尊 
   敬」の用例の中から「受身」を判別できるかを見るための質問である。 
大問 3：日本語の受身構文をつくる際に、どのような誤りをするかを調べる。特に、 
   ペルシア語に存在しない日本語の間接受身文を、どのようにペルシア語訳 
   するかを見るための質問である。提示した 5 つの能動文（日本語）を受身 
   文（日本語）に変換してもらい、その中の受身文（日本語）のペルシア語 




実施時期：2012 年 11 月 
対象（回答者）：イランのテヘラン大学の日本語学習者（ペルシア語を母語とする人  / 男
女比：男性 11 人・女性 19 人） 
日本語の学習歴：テヘラン大学日本語学科（４年半制）学部 3 年生/学習時間は約 1500
時間 
実施方法：質問用紙を配布し、回答者が回答し終えてから回収した。（回答には 1 時間 
を設けた。） 
質問項目：質問項目は大きく 3つに分かれる。 
3.1 大問 1（適切な助詞の選択） 
  大問 1 で使用した問題文と正答を次に示す。 
① あの子供は、去年、祖母（ に ）死なれた。 
② 彼は友達（ に ）殴られた。 
③ この絵はダヴィンチ（ によって ）描かれた。 
④ あのおじさんは近所（ から ）嫌われている。 
⑤ 山田さんは奥さん（ に ）殺された。 
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⑥ 私は友達（ に ）本（ を ）失くされた。 
⑦ 弟はスリ（ に ）財布（ を ）盗られた。 
⑧ 私は先生（ に ）意見（ を ）求められた。 
⑨ 花子は先生（ に ）作文（ を ）褒められた。 












































































3.2 大問 2（「受身」を「自発」「可能」「尊敬」と判別） 










⑩  遠くの船上に、二人の姿が眺められる。（受身） 
































































         上位者 
（受身）   ↓ ↑  （尊敬） 
















































誤用例 2. 招待状が送られた。 
誤用例 3． 受身文にならない。 
誤用例 4. 友達に招待状が送られた。 
問題④. 「私は鈴木さんに家の前に車を止められた。」の誤用例 
誤用例 5. 車が鈴木さんに私の家の前に止められた。 
誤用例 6. 鈴木さんに私の家の前に車が止められた。 
誤用例 7. 私の家の前に鈴木さんに車が止められた。 
 
問題⑤. 「花嫁は仲人夫人に手を取られた。」の誤用例 
誤用例 8. 仲人夫人は花嫁の手を取られた。 
誤用例 9. 仲人夫人に花嫁の手が取られた。 
誤用例 10. 花嫁の手は仲人夫人に取られた。 
 上記の誤用例 1、誤用例 2、誤用例 5 及び誤用例 10 では、能動文の目的語、つまり
「招待状」「車」「花嫁の手」が受身文の主語として取り上げられている。誤用例 1 と
2、誤用例 5 及び誤用例 10 のペルシア語訳（回答者自身による訳か筆者による訳かを
明記）を見てみよう。 
誤用例 1 と 2 のペルシア語訳： 
Davatname tavasot-e dustam ferestad-e shod.→直訳： 招待状は友達によって送ら
れた。 
誤用例 5 のペルシア語訳：   
Mashin tavasot-e  agha-ye Suzuki  jolo-ye  khane-am  park shod-e ast.→直訳： 
車が鈴木さんによって私の家の前に止められている。 
誤用例 10 のペルシア語訳： 






















能動文 ： A は B の C を 、、、する。 




は、動作対象 C の所有格であった B を受身文の主語にし、動作対象 C は受身文でもそ






嫁の手」がそのまま（「B の C」というかたまりとして）残っていることが、誤用例 5
から誤用例 10 にかけて共通している。 













 アンケート調査の大問 3 では、回答者自身が能動文から作成した日本語の受身文を










  9.bad gooiye  man  tavasote uo  karde shod. （非文）→直訳： 私の悪口は彼
によってされた。 
10.mashin  joloye  khuneye   man   park   shode. （動作主が省略）→直訳：車
は私の家の前に止められた。） 
 11.Zane vasete daste  aroos khanoom  ra  gereft.（能動文として訳）→直訳：仲
人夫人は花嫁の手を取った。 
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